
今年度は、大幅なメンバーの入れ替えがあったため、実質ゼロから授業実践や校内での働きかけを積み重ねてきた

プロジェクトチーム。そのメンバーが、１年間のプロジェクトの活動とアンケート結果の分析を踏まえて話し合ったことを

基に、今、チャレンジしたいことや経験を踏まえて皆さんにお伝えしたいことをまとめました。

令和６年1月12日
来年度に向けて号
掛川市教育委員会
「３つの創る力」育成
プロジェクトチーム３つの創 る力３つの創 る力

育成プロジェク トチーム通信育成プロジェク トチーム通信

教職員アンケートに御協力いただき誠にありがとうございました。昨年

度を50人以上上回る先生方に御回答いただく中で、右に示した２つの質

問については、大きな数値の向上が見られました。これは、各校で先生方

が着実に取組を実施してきた成果だと言えます。

しかし、目標は、次年度、両質問共に「100％」になり、「３つの創る力」

の理念に基づいた授業実践が一層推進されることです。今後も子どもの

表れを基に授業改善を図り、確実な実践の積み重ねをお願いします。

※アンケート回答の詳細は別紙を御覧ください。

今、プロジェクトメンバーが伝えたいこと今、プロジェクトメンバーが伝えたいこと

③、④を半数以上の人が特に意識していると回答し

ています。各校の校内研修において、「３つの創る力」の

理念が確認され、多くの先生方が、「子供が資質・能力

を発揮する」授業を目指している表れだと感じました。

だからこそ、⑦～⑪の意識を高め、子供を信じて、思

い切って「子供に学びを委ねる」授業を構想していきた

いです。そのためにも、子供の問いをつなげたり切り返

して深めたりするなどファシリテーターに徹しながら、適

切な「教師の出番」はどこかを考えていきたいです。

① 魅力のある「材」の選定・開発

② 単元を通して「３つの創る力」を発揮・育成する単元構想

③ 考えたくなる課題の設定

④ 子どもたちが話す場の設定

⑤ ファシリテーターとしての教師の出番・役割

⑥ 子どもが振り返り・見通しを持つ場の設定

⑦ 肯定的な子ども観をもとにした、子どもに学びを委ねる授業構想

⑧ 子どもの学びを切らない家庭学習も含めた授業構想（ライズスパイラル学習）

⑨ 子どもがいつでも学ぶことができる環境づくり

⑩ 教科等の見方・考え方を働かせて追究する、教科等の本質に迫る学習内容

⑪ ３つの創る力の発揮・育成する一人一台端末の効果的な活用

⑫ その他

グラフA
『「３つの創る力」を発揮させようと意
識している』と肯定的回答をした方が、
「特にどのようなことを意識して授業を
行っているか」についての回答

Challenge
３

「３つの創る力」を知っている。

70.9％ → 91.8％

「３つの創る力」を意識して実践している。

70.0％ → 86.6％
（上下とも肯定的回答の割合 左：前年度７月、右：本年度１２月）

②のとおり、単元を通して考える意識は高まってきて

おり、授業後に、子供の表れからを具体的に確認し合っ

たことで、 「３つの創る力」を発揮している子供の姿の

理解を深めることができました。

今年度の経験を生かして力を発揮する子供の姿をイ

メージできれば、「授業構想」を練る段階から「３つの創

る力」を改善の視点として使うことができます。その際、

仲間と一緒に「もっと発揮させるには？」「私なら…」と

話し合うことで、より子供が主役の構想ができそうです。

「正直、年度当初は、あまり理解できていなかった。し

かし、実践を通して、今では、他の授業でも意識できると

言える。」「子供が問いをもち、教科等の見方・考え方を

働かせて深い学びに向かう授業ならば、目指す姿として

評価は別ものではない。」と話したメンバーがいました。

実践の中からこそ、豊かな気付きが生まれます。私た

ち教師が、子供が主役の授業改善にチャレンジしている

かを問い続ける視点としても「３つの創る力」があるの

だと思いました。

今の自分の授業において、教師と子供の話す時間は平均どのくらい？
下のグラフを使って振り返り、改善点を話し合ってみよう！

「３つの創る力」策定の背景や発揮・育成に向けた取組のため
の参考資料は、「かけがわ学力向上ものがたり」にあります。
右の二次元コード又は以下のURLから御覧ください。
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/5755.html

子供に学びを委ねる子供に学びを委ねる

授業構想を一緒に練る授業構想を一緒に練る

ま
と
め

５
分

教師：
班活動説明
10分

教師：
内容説明
15分

子供：班活動
20分（１人５分ぐらい）

例

まず、やってみるまず、やってみる Challenge
２

Challenge
１

※〇の中の数字は、グラフAの項目に対応しています。以下同じです。
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